
中 川 一 史
（放送大学・教授）

ハイブリッドの形態に関する提案
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令 和 ８ 年 ８ 月 1 8 日
デジタルな形態を含む教科書の発行・採択
等の指針に関する検討会議(第５回 )
資 料 ２



二項対立に陥らない

紙に手書き

（例）
紙のノートを
端末で撮影

（例）
端末画面本文に
ペンで書き込み

端末で入力

【文字・文章の記述・記録】

Hitoshi NAKAGAWA
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文部科学省委託令和７年度学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業成果報告書（デジタル教科書の効果・影響の把握に資する大規模アンケート調査等）
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文部科学省委託令和７年度学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業成果報告書（デジタル教科書の効果・影響の把握に資する大規模アンケート調査等）
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文部科学省委託令和７年度学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業成果報告書（デジタル教科書の効果・影響の把握に資する大規模アンケート調査等）
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文部科学省委託令和７年度学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業成果報告書（デジタル教科書の効果・影響の把握に資する大規模アンケート調査等）
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文部科学省委託令和７年度学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業成果報告書（デジタル教科書の効果・影響の把握に資する大規模アンケート調査等）
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第五学年第六学年「Ｃ読むこと」
(2)内容①指導事項ウ説明的な文章の解釈に関する指導事項から

要旨は，書き手が文章で取り上げている内容の中心となる事柄，あるいは，それに
ついての書き手の考えの中心となる事柄などである。 「目的に応じて，文章の内容

を的確に押さえて要旨をとらえ」るとは，目的に応じて，何のために，どのような
ことが必要かなどを明確にした上で，文章の重要な点を表現に即して的確に押さえ
，求められている分量や表現の仕方などに合わせてまとめることである。文章の内
容を的確に押さえるためには，文章に書かれている話題，理由や根拠となっている
内容，構成の仕方や巧みな叙述などについて注意することが大切である。

また、「事実と感想，意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読
んだりする」とは，筆者が，どのような事実を事例として挙げ理由や根拠としてい
るのか，また，どのような感想や意見，判断や主張などを行い，自分の考えを論証
したり読み手を説得したりしようとするのかなどについて，筆者の意図や思考を想
定しながら文章全体の構成を把握し，自分の考えを明確にしていくことである。

ウ 目的に応じて、文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえた

り、事実と感想、意見などとの関係を押さえ、自分の考えを明確
にしながら読んだりすること。

小学校学習指導要領解説国語編
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【情報の整理・分析】画面上では、容易に書き込みをしたり削除したりすることがで
きるため、間違うことを恐れずに教科書に書き込む活動が促され、児童生徒が自らの
考えの形成と、根拠を明確にした表現を可能にすることに役立つ。（C読むこと）

児童C

資料提供：浦部文也教諭（横浜市立荏子田小学校） 国語学習者用デジタル教科書＋教材 五 固有種が教えてくれること 光村図書 

児童B

児童A
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国語学習者用デジタル教科書＋教材 四上 「アップとルーズで伝える」 光村図書 

10



国語学習者用デジタル教科書＋教材 一下 「じどう車くらべ」 光村図書 
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国語学習者用デジタル教科書＋教材 三下 「ありの行列」 光村図書 
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おわりに〜実践者の声〜

①デジタル教科書の特性である「書き込める教科書」

を最大限活かすことで、個別の考えを可視化し、他者

と対話しながら読みを深めることが可能に

②読みの困難を解決するための手段として，子ども自

身が自分なりのやり方を選択して読むことが可能に

③教師が可視化された学習者の画⾯を⾒ることで指導
計画を流動的に検討することが可能に
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実践者の声

「子どもにとって『ここが合っていそう』の曖昧な考えを残すこ
とが大切だと思います。たいていの場合、教師は『ここに印をつ
けてほしい』と思っていますが、児童はもちろんそんなことはわ
かっていません。作業をしていく中で仮マーキングをしていくの
ですが、①とりあえず印をつける→②読み返して確かめる→③
考える→④言語化する、という最初の手がかりになります。紙の

みの教科書だと、仮のマーキングは簡単に消せないし、抵抗があ
ります。 」

（鷹野昌秋教諭：東京都武蔵村山市立第七小学校）

※本人提供
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実践者の声

「デジタル教科書の様々な機能を子どもたちが使いこなすように
なると、それまで授業に無気力だった子どもたちが、自分の考え
をもつことができるようになり、友達と話し合いを始めます。（
略）なぜ子どもたちが授業に無気力であったか、彼らにやる気が
ないわけではなかったのです。彼らは「読むこと」や「書き写す
」ことに多くのエネルギーを使っていたのです。（略）結果とし
て、私の子どもたちへの指示や補助発問で埋め尽くされていた教
師主導の授業は、自ずと子ども中心の授業へと変革していきまし
た。デジタル教科書を活用することが、人間同士ならではの深い
学びの時間を生み出すことにつながるのです。」

（谷川 航教諭：東京都東村山市立青葉小学校）

※本人提供
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実践者の声

「発表することに苦手意識のある児童であっても、本文への書き
込みを画面上に残しておき、机上において見て回ったり、大型提
示装置に示したりすることで、自分の読みを学級に示すことがで
きます。本人が言葉で十分に説明できなくても、どの語句に線を
引いたのか、どの箇所を同じ色で結び付けたのかといった書き込
みから、周囲の児童はその子の着眼点を知り、『なぜここに注目
したのだろう』と考えを読み取ったり想像したりする時間を設け
ることができるのは、見せやすい、見やすいデジタルゆえだと考
えます。」

（鷹野昌秋教諭：東京都武蔵村山市立第七小学校）

※本人提供
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おわりに〜実践者の声〜

①デジタル教科書の特性である「書き込める教科書」

を最大限活かすことで、個別の考えを可視化し、他者

と対話しながら読みを深めることが可能に

②読みの困難を解決するための手段として，子ども自

身が自分なりのやり方を選択して読むことが可能に

③教師が可視化された学習者の画⾯を⾒ることで指導
計画を流動的に検討することが可能に
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実践者の声

「紙のみの教科書の場合、一度マーカーを引くと修正が難しく、
子どもは間違えたくないため書き込みに受動的になります。デジ
タルでは、引いては消し、また引き直すという試行錯誤が容易で
す。『事実』と『意見』の色分けや分類を何度も再検証できるた
め、受動的な作業から能動的な思考の試行錯誤へと変容します。
」

（有泉孝一郎教諭：埼玉県戸田市立戸田第二小学校）

※本人提供
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実践者の声

「要約や要旨をつかむような学習の際には、不透明色の白い色で
文章を消しながら、精査・解釈していく機能は、紙のみの教科書
では絶対にできません。教科書に修正ペンを使うなど、それこそ
怒られてしまいます。例えば、一文、あるいは部分的に塗りつぶ
して見えなくさせることで、文章の組み立てに欠かせない文なの
か、事例や論拠の補強なのかといったことがわかりやすくなるか
と思います。」

（小内慶太教諭：埼玉県宮代町立須賀小学校）

※本人提供

19



実践者の声

「今まで、教科書は見開き２ページの構成であり、同一ページ内
での書き込みは容易でも、デジタル教科書のように一覧して線を
引くことはしづらかったのだろうと思います。特に文章構成で、
初めと終わりの対応関係を体系的に学ぶ小３・小４の子たちにと
って、『はじめ』と『おわり』を一度に線を引け、俯瞰できる総
覧性は、紙のみの教科書にない良さだと感じています。」

（小内慶太教諭：埼玉県宮代町立須賀小学校）

※本人提供
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国語学習者用デジタル教科書＋教材 二上 「たんぽぽのちえ」 光村図書 
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おわりに〜実践者の声〜

①デジタル教科書の特性である「書き込める教科書」

を最大限活かすことで、個別の考えを可視化し、他者

と対話しながら読みを深めることが可能に

②読みの困難を解決するための手段として，子ども自

身が自分なりのやり方を選択して読むことが可能に

③教師が可視化された学習者の画⾯を⾒ることで指導
計画を流動的に検討することが可能に
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実践者の声

「最初の計画では、（筆者の主張が最初と最後に書かれている）
『双括型』の構成になっているところまで進める計画であった。
しかし、『主張に⾚線を引く』という学習活動をした時点で、画
⾯を確認したところ、前半・後半の主張のみに着⽬している学習
者が多いことに気づいた。そこで、既習の教材⽂に戻って、再度
『主張の⾒つけ⽅』を確認してから、構成に進もうと判断した。
このように、教師が、可視化された学習者の画⾯を⾒ることで指
導計画を流動的に検討することが可能になる。」

（鷹野昌秋教諭：東京都武蔵村山市立第七小学校）

※本人提供
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提言

ハイブリッドのあり方を「紙の本文＋QR」に限

定せず、端末画面に書き込める可能性を残すこ
とが望ましい。

Hitoshi NAKAGAWA
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事例提供等協力者：
有泉孝一郎教諭（戸田市立戸田第二小学校、戸田市立戸田東小学校：当時）
浦部文也教諭（横浜市立荏子田小学校）
鷹野昌秋教諭（武蔵村山市立第七小学校）
谷川航主幹教諭（東京都東村山市立青葉小学校）
佐藤幸江客員教授（放送大学）
森下耕治氏（光村図書出版株式会社）
参考資料：

文部科学省委託令和７年度学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業成果報告書（デジ
タル教科書の効果・影響の把握に資する大規模アンケート調査等）
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